
2017年９月に記念すべき第一回目の市民フォーラムが

開催され一躍注目されるところとなった龍ケ崎市内若柴

町の「旧竹内農場西洋館」ですが、2018年11月18日、

龍ケ崎市教育委員会との共同開催として、初の現地見学

会が開催されました！ 

当日は参加者数６０名以上と、西洋館がいかに注目の

度合いが大きいものかを物語っていると思います。 

見学会には、竹内明太郎の直系にあたる竹内在（ア

リ）様のほか、上敷免製レンガの産地である深谷から教

育委員会文化振興課の幾島審様、及び市川市にて「国府

台の赤レンガ倉庫」の保存運動をされている「赤レンガ

をいかす会」の皆様にも来ていただきました。 

また、この西洋館に戦前から戦後にかけて居住された

つくば市在住の真中さんも参加され、実際に当時この建

物での生活の状況などを参加者に説明されておられまし

た。 

見学会に引き続き行われた講演会は、龍ケ崎市役所文

化・生涯学習課梁取課長による竹内明太郎の遺した日記

についてや竹内明太郎氏功績などが紹介され、また歴史

的観点から見た竹内農場の果たした役割についても言及

されており、今後のさらなる日記の解析公開が待たれる

ところです。 

会の途中からこの西洋館保存に関心を寄せていただい

ている龍ケ崎市中山市長も会場に駆けつけられ、これか

らの西洋館保存利活用に向けて市民広くにその意義を広

めていきたいという、熱い思いをお話くださり、保存す

る
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竹内在様ありがとうございます！ 

『竹内農場西洋館見学会＆フォーラム』に特別ゲストと

して来ていただいた竹内在様は、竹内明太郎の曾孫にあた

り、現在名古屋に所在するセレンディップ・コンサルティ

ング株式会社の代表取締役社長として経営に当たられてお

られます。今回は遠路から家族共々駆けつけて下さり、見

学会の始まりからフォーラムの終わりまで、イベントを楽

しんでいただきました。来賓挨拶では「竹内農場西洋館の

ことを龍ケ崎の皆様がこんなに思ってくださって感謝で

す！西洋館の保存のために出来るだけのことをしたい」

と、嬉しいお言葉をいただきました。 

フォーラム閉会後は、短い時間ですが来賓として来られ

た中山市長と親しく談笑されておられました。 

 

竹内様は、昨年開催された市・教育委員会主催、歴史民

俗資料館「竹内農場と赤レンガ西洋館企画展」をご子息を

伴って観覧に来られました。その時、たまたま会場に居合

わせた当会の小林和子が会話の様子から竹内農場西洋館の

関係者だと察し、声を掛けてみたのです。すると竹内明太

郎の曾孫に当たる竹内在ですと名乗られ、びっくりした小

林は当会の代表である私に連絡を取ってくれたのです。私

はこうした偶然により歴史民俗資料館に行き竹内在様とご

対面することが出来ました。そして資料館事務室にて30分

ほど対談しました。 

私は保存運動を始めることになった経緯を話し「ホーム

ページもありますよ」というと、竹内様は「良く知ってい

る。龍ケ崎市及びＮＰＯの皆さんがこんなに西洋館のこと

を思ってくれているとは嬉しいです。ほんとにびっくりで

す。」とおっしゃいました。 

そして「実は親族から頼まれ、所有権が分散していた敷

地を一纏めにして、私が遠縁にあたる業者に売却しまし

た。最初は龍ケ崎市に寄付を持ちかけたのですが断られ

た。代理人を通しての申し出だったので真意が伝わらな

かったのかもしれない。直接お話すれば良かった。今では

大変後悔している」と言われました。私は「第三者に渡っ

た土地を市が取得するのは大変で、交渉が難航しているよ

うです」というと、竹内様は「出来ることなら自分の手で

買い戻したい」と呟かれ、まさにボタンのかけ違いによる

売却を悔いておられました。 

私は『竹内農場西洋館見学会＆フォーラム』の企画書を

渡し「11月18日よろしければ来てください」と誘ったと

ころ「ぜひ参加したい。家族を連れて来ます」と、嬉しい



73歳 男性 龍ケ崎市佐貫 

 ２～３億円で修復できる話もあったと思います。 

佐貫駅を龍ケ崎市駅に替えるのに４億円程かかるとい

う話も聞いているので、この予算を西洋館保存に向け

られないのでしょうか？ 吉田茂元首相は太平洋戦争

反対の第一人者だったという話も聞くし。 

70歳 女性 千葉県市川市 

 市長さんが「味方」で心強いですね！ 「建物だけ

でもまず取得」というのは参考にさせていただきま

す。 どんな形であれ、まず保存！ （さわれなくて

も、近づけなくても）というのは、国府台赤レンガも

同じです。 国府台では現在、見学会もできない状態

なので（さわれなくても、近づけなくても）見学会が

できるように、県に働きかけていきたいと思いまし

た。  

81歳 男性 千葉県市川市 

 旧い建物を無くすことは歴史を無くすことです。 

とにかく遺したいですね。 

69歳 女性 龍ケ崎市長山 

 以前から散歩しながら現地を見ていましたが、やっ

と環境を整って見てすばらしいすばらしいと思いまし

た。 是非残して欲しいし、皆で努力して行きたいと

思います。 

27歳 女性 東京都 

 地域の子供達にデッサンや写生コンテスト等の企画

によって、広く認知されると良いなと思います。 若

竹内農場西洋館見学会＆フォーラム アンケート集計 

 フォーラム参加者  50人            

 回答者 23人 回答率 46%          

年代比率        男女比    

20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 無回答  男性 女性  

1人 1人 3人 1人 6人 8人 2人 1人  14人 9人  

西洋館をいつ頃知った            

今回の企画で ごく最近 1～2年前 3～5年前 6年以上前   

2人 4人 5人 5人 7人   

内容について             

大変良かった 良かった 普通 悪かった 無回答   

9人 12人 1人 0人 1人   

西洋館を残す方法（重複回答有り）           

修復活用 現状保存 保存不必要 無回答       

8人 17人 0人 1人       

今後のイベントの要望（重複回答有り）           

フォーラム 学習会 見学会 写真撮影会 写生会 無回答 

12人 8人 9人 3人 4人 4人 

竹内農場西洋館 

見学会＆フォーラム感想 

 

42歳 男性 埼玉県深谷市 

 とりあえずは現状維持（今までのような見学会で良い

のでね）。 保存が決まれば活用計画を立てて、それに

合わせて修復すれば良いと思う。 

70歳 男性 龍ケ崎市松葉町 

 西洋館を中心として広い農地がありますので（植木屋

さん？）、農業体験ができるような施設造りを考える事

も。 その建物ひとつの保存だけでなく、観光農場とし

ての活用ができるようにすると面白いのではないでしょ

うか。 竹内農場の復活、復元活動の中での赤レンガ館

の保存ができればと思います。 

66歳 男性 龍ケ崎市内 

 西洋館の生い立ちや歴史を市民へ（広報等を通じて）

知らせる。 市川市の報告時間が長すぎる。 旧竹内農

場の建物を、今後どう保存するかについてのアドバイス

をして欲しいのに、市川のレンガ建物の報告になってい

る。 予め持ち時間を決めておいてもらいたい。 市民

が見学できるように開放して欲しい。 

31歳 男性 龍ケ崎市長山 

 また開催して欲しいです。 

70歳 男性 龍ケ崎市長山 



杉野翆兄旧宅、庭の草取りをしました。 

去る12月18日（火）の午後、建物保存会の12月定例

会の終了後、市民活動センターから市内上町の庭の草

取りに出かけました。建物・敷地の所有者が市外に居

住されているため、日頃から手が行き届かず、数年前

までは地元の町会や長寿会、ボランティア活動団体等

がお世話をしております。 

しかしその後事情が変わって、現在は私達の会が中

心になって清掃作業をしております。 

 この日は前田理事長と私を含めた総勢5人で1時間

ほど、篠竹や雑草の刈り取りを行いました。今後も所

有者と連絡を取りながら、保存活動を続けて行きたい

と思っております。 

小林昭雄 

杉野翠兄旧宅を訪ねて  

平成30年6月29日（木）夕刻、会長の前田享史さんのご

案内で、龍ケ崎上町にある杉野翠兄（1754～1813）旧宅

を訪ねる機会を得た。杉野翠兄は、江戸時代後期に仙台藩

領であった龍ケ崎で広大な農地を持つ大地主であり、また

「伊勢屋」と号する老舗の油屋の主人でありながら、蕉門

の道統を受け継ぐ大島蓼太（1718～1787）に師事。小林

一茶など当代一流の俳人とも厚誼を結んだ常陸、下総を代

表する文人として知られている。杉野翠兄旧宅は、本会が

保存に努めている江戸後期に遡る古建築であり、師大島蓼

太をはじめ、友人、門人が集った歴史的な場所である。龍

ケ崎の鎮守八坂神社の近く、近現代の区画整理の及んでい

ないところに、旧宅はひっそりと佇んでいた。 

現在、地所はこぢんまりとしているが、往時は龍ケ崎屈

指の豪商であった杉野家の別邸としての風情を湛えていた

ことであろう。旧宅の外観は、いかにも古い様子であり、

茅葺とおぼしき屋根の上にはトタンが置かれている。屋根

の特徴は翠兄の師蓼太の句「露霜を兼ねてぞ庵は筑波葺」

によって筑波山の双峰を彷彿とさせるものであったと推定

されるが、現在はその様子を窺うことはできない。玄関の

引き戸を開けると６畳から７畳の部屋があり、その左隣り

の７畳間が、古様を示している。杉材と思しき床柱を据え

た床、床脇には地袋のついた棚がある。この設えが当時の

ものであるかは詳しい調査が必要であるが、地袋の大きさ

が比較的大きなものであることから書籍などを入れていた

のではと想像することができ、文人としての翠兄の在り様

を感じさせる造りとなっている。鴨居には、直径５㎝程度

の円形の釘隠し（恐らく赤銅製）が打たれ、一見数寄屋風

の簡素な室内に格式を与えている。翠兄その人が門人たち

と過ごした居室の雰囲気を最も色濃く残している部屋とい

えよう。 

屋内は、かなり傷んでおり、床板、根太、各部屋の柱

は、虫害、雨漏りによる腐食が進んでいる。ただ前田さん

のお話しにもあったが、建物の生命である小屋組みは健在

であり、保存に向けて一縷の望みがあるように思われた。 

龍ケ崎の地において、常陸から下総にかけての門人数百

人に対し、蕉門の俳風を伝えた翠兄は、まさに龍ケ崎にお

ける教育の先駆者であり、その功績を市内の子ども達に伝

えていくことには大きな意味があると考える。そのために

も、現在、奇跡的に残っている旧宅を保存維持し、翠兄が

門人を育成した空間そのものを、子ども達が体験できる施

設として生かしていく方法を考えていきたい。非力である

が、今後、建物の実測調査等、保存に向けて力を尽くして

いきたいと強く思った。 

流通経済大学准教授 中原篤徳  

            （NPO龍ケ崎建物保存会顧問） 

江戸時代の俳人 杉野翠兄講演会のお知らせ 

～龍ケ崎に翠兄あり～ 

日時 平成31年2月24日（日曜日） 

場所 龍ケ崎市文化会館 小ホール 

開演 午後２時～４時（開場 午後1時30分)  

入場無料 予約不要 

筑波庵翠兄の俳諧活動  

二村博先生（常磐大学助教） 

杉野翠兄旧宅を保存することの意義  

中原篤徳先生（流通経済大学准教授） 

主催 NPO龍ケ崎建物保存会（略称） 

後援 龍ケ崎市 / 龍ケ崎市教育委員会  

  公益財団法人龍ケ崎市まちづくり・文化

 財団 

皆様のお越しをお待ちします！ 



編集後記 

３年前から本格的に始めた「竹内農場西洋館」の保存運動

は、市民から一定の支持を受け、行政も前向きに保存を検討

する段階となりました。その過程で行われた市・教育委員会

と当会の共同主催で開催の「竹内農場西洋館見学会＆フォー

ラム」は新聞紙面でも話題を呼び盛況となりました。こうし

た現状を踏まえ、今後は市主導で行われるであろう西洋館の

保存事業、そのサポートが当会の役割だと考えてます。引き

続き、市・教育委員会(文化・生涯学習課)との協働で様々な

企画が検討出来ればと思います。 

さて、一方市街地には前々から懸案となっている杉野翠兄

旧宅（筑波庵）が廃屋同然で、このままだとあと数年で朽ち

果ててしまう状態です。以前は市の保存調査に協力する形で

上町長寿会の皆様と共に屋敷と庭の清掃作業を行ってきまし

た。残念ながら諸般の事情で市による修繕保存は断念となり

ましたが、当会は決してあきらめておりません。今後は様々

な方法を模索しながら、保存に向けて市民運動を盛り上げた

いと考えております。 

難題は山積みですが、市民団体で出来ることは限りがあり

ます。「ほぞん通信」を通して、龍ケ崎に点在する価値ある

建造物と、どのように向き合うべきなのか、市民の皆様に問

題提起出来ればと思います。 

ウエブサイト https://tatemono-hozon.net/ （検索 龍ケ崎保存 or NPO保存） 

松戸市戸定邸見学会報告 

平成３０年６月６日（水）９時４５分に松戸駅に１

９名集合して石上瑠美子さんの案内で松戸探検隊ひみ

つ堂（観光案内所）を皮切りに旧水戸街道沿いのレン

ガ造りの建物（かつびし屋）や建造物（小山樋門「レ

ンガめがね橋」）を見学しました。 

次に戸定邸をここで働いている島村が案内しまし

た。始めに茅葺門で記念写真を撮ろうと並んでいる

時、通りがかりのお巡りさんが「とりましょうか」と

声掛けしていただき、一同、ビックリ！「松戸のお巡

りさんは親切だなあ」と大喜び。 

戸定邸は最後の将軍徳川慶喜の弟昭武が明治17年に

建てた住まいで、国の重要文化財に指定されていま

す。庭園は国の名勝に指定されて6月に明治期の庭園に

復元する工事が完了したばかりです。現存する最古の

洋風庭園です。「松戸駅近くにこんな立派な建物があ

ることを知らなかった。」東屋の柱が自然木を使って

いるのを見て「復元に拘りを感じた」など好評でし

た。 

隣の千葉大園芸学部学食でランチした後、学内のフ

ランス式庭園やイギリス風景式庭園、与謝野晶子歌碑

などを見学し、松戸駅前の居酒屋で打ち上げを行いま

した。 

今回は宮本さんの紹介で４人に参加していただき会

員 獲

得 に

つ な

が り

ま し

佐賀県唐津市からのメッセージ 

突然恐縮です。貴ホ－ムぺ－ジを拝見しました。感動

しました。竹内綱(明太郎)開坑の「芳谷炭坑遺構」の保

存、アビ－ルに努力しています。資金もメンバ－も少な

く苦戦しています。 

大変参考になりました。薩長土肥・明治維新150年事

業の一環で、「石炭」が注目され今年は若干ながらア

ピ－ル出来ました。楢﨑幸晴or北波多の炭坑を検索しま

すと芳谷炭坑が出ます。貴団体の活動を参考に今後の活

動に活かします。貴団体のご発展を祈ります。 

最近のメディア情報 

2017年5月22日 朝日新聞の取材に協力。新聞社の方を

市の立ち合いの下、竹内農場西洋館に案内しました。8月

31日付の茨城首都圏版に掲載。9月3日開催の「旧竹内農

場西洋館イベント」の告知の形で掲載されました。 

2018年1月18日 読売新聞の取材に協力。定例会に取材

に来られました。竹内農場西洋館の特長やレンガの産地に

ついてお話ししました。1月26日 茨城全県版「秘スト

リー」で紹介されました。 

2018年10月16日 読売新聞の取材に協力。杉野翠兄旧

宅の保存運動についてお話し、廃屋状態の現地に案内しま

した。10月27日茨城全県版「ただいま活動中」 に「杉野

翠兄旧宅残す道探る」と題して紹介されました。 

2018年10月29日 市役所会議室にて定例記者会見に参

加。放送局や新聞社他、市長及び副市長列席の前で「竹内

農場西洋館 見学会&フォーラム」をアピールしました。 

その模様は朝日新聞、毎日新聞に掲載されました。 

————————————————————————- 

龍ケ崎インフォメーションボードYoutubeチャンネルよ
 り、西洋館見学会開催の動画 


